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年間第 24 主日(マタイ 18:21-35) 
こ の 世 の損 も神 と の 絆 には 代え られ ない  

年間第 24 主日Ａ年の朗読で紹介されたたとえは、この世での損をあ
えて取ってでも、恵みが働く体験を失うべきではないと教えています。
わたしたちの生活を見まわして、神の望みに答えていく具体的な道を考
えることにしましょう。

最近司祭館玄関で面白い会話がありました。20 代かなぁと思う女性
がおいでになって、用件が済んだので帰ろうとしました。玄関は網戸が
閉めてあったのですが、女性が網戸ではなくサッシの扉に手をかけてこ
う言いました。「お閉めしましょうか？」

わたしはとっさにこう答えました。「お構いなく。」ていねいに言
ったつもりなのでしょうが、あの場面では「お」を付けずに「閉めまし
ょうか？」で十分だと思いました。20 代の女性にあらためて指摘はしま
せんでしたが、わたしには「おしめ」「しましょうか」に聞こえました。

今日は焼罪殉教祭です。この説教を書き終えたのは 14 日（木）なの
で、当日どうなっているのか見当もつきませんが、おそらく天気は良く
はなっていないでしょう。残念ながら焼罪公園でのミサは取りやめにな
って、田平教会でのミサに変更になっているでしょうか。あるいはもっ
と天候が悪化して、田平教会での開催も断念しているでしょうか。

また 17 日の前後も天気に左右される予定がありました。前日の保育
園運動会は、どうにか実施となっているのでしょうか。それから 18 日敬
老の日は、甲子園球場に出かける予定です。台風がどこまで移動してい
るかで、飛行機も影響を受けます。こうしてみると、自然の力には、人
間の思惑などひとたまりもないと思い知らされます。

福音朗読に入りましょう。先週の「兄弟の忠告」を念頭に置いて考
えると、イエスの「あなたに言っておく。七回どころか七の七十倍まで
も赦しなさい」（18・22）の意味がより分かりやすくなると思います。

兄弟の忠告に際して、最後まで見捨てないで忠告し、仲間を得よう
とする態度が必要でした。今週のたとえでも、主人は僕を最後まで赦し
て、できれば僕との絆を失いたくないと考えています。イエスが求める
赦しの本質がここに現れています。赦しは、最後まで相手との絆を保ち
続けようとする天の父の思いの現れなのです。

「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯したなら、何回赦すべきでし
ょうか。七回までですか。」（18・21）「あなたに言っておく。七回ど
ころか七の七十倍までも赦しなさい。」（18・22）

わたしはゆるしの秘跡の場で、「赦しは恵みです。赦す心が備わっ
ているから人を赦すのではなく、赦す力を恵みとしていただいて、人を
赦すことができるのです」と話してあげることがあります。赦しが人間
の努力とか能力であるなら、ゆるしの秘跡という恵みの場は必要ありま
せん。

そうではなく、人を赦すのは、いつもそこに恵みが働いているので



す。たとえ話に登場する一万タラントン借金している僕は、自分に百デ
ナリオン借金している仲間を赦す力があったはずです。百デナリオンの
借金を取り立てないと、明日を迎えられない人ではなかったでしょう。
それなのに、仲間に憐れみをかけませんでした。自分が王に憐れみをか
けてもらって王の僕であり続けることができたというのに、自分の仲間
には仲間であり続けるための憐れみを拒んだのです。赦す能力を持ち合
わせていても、そこに恵みが働かなければ、体験できないのです。

赦しが、つねに恵みの働く場であるなら、七回まで赦して恵みの体
験を制限してよいでしょうか。「七の七十倍まで」つまり恵みの働く体
験を何度でも、制限なく味わうべきではないでしょうか。イエスが赦し
に限度を置かなかったのは、恵みが働く体験を制限する必要があるだろ
うか、そう問いかけたかったのです。

わたしの耳には、小教区内のいろんな人の声が聞こえてきます。腹
立たしい話も、赦しがたい話も聞こえてきます。しかし、腹立たしさを
こらえて、赦しがたいことも忍耐するとき、そこに恵みが働き、ゆるし
の体験ができるのだと思います。

腹立たしいことをしていて自覚がない。赦しがたい振る舞いに気が
付かない。はたから見れば哀れな人ですが、そうした人を赦してあげな
ければ、恵みの体験をみすみす逃すことになります。たとえ話を通して
イエスは、天の父がどれだけ損をしても赦しを与え、わたしたちを滅び
から救い出そうとなさるのだと教えておられます。人が神との絆を失っ
て滅びるよりも、一万タラントン損して絆を保つことを天の父は選ぶの
です。

そうであるなら、わたしたちも田平教会家族という絆を断ち切るよ
りも、自分が損を取ってその人を赦してあげましょう。この世の損は、
だれかを田平教会家族から断ち切る損に比べれば小さいのです。この世
の損は、天の父が弁償してくださいます。田平教会家族を切り捨てる損
は、弁償できない損なのです。

わたしたちがお手本とするのは、一万タラントンの損を取って、王
との絆を保とうとするお方です。この方向に舵を切る力は、恵みによっ
てしか与えられません。神が赦しの恵みをわたしたちに与えてくださり、
田平教会家族を一人も失うことのないように、このミサで願うことにし
ましょう。

年間第 25 主日 (マタイ 20:1-16) 


